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活動機会を守りながら、地域・経済・体験格差を生まない移行へ

状況を把握

移動・費用・指導者確保に地域
差がある

→
質問する

受皿・負担・選択肢・広域連携
を確認

→
市の答え

試行を進め、多様な活動機会を
目指す

→
次を確認

受皿・費用・移動・活動機会を
確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

広い市域での移動、指導者、施設、費用
負担が課題で、地域・経済・体験格差を
生まない仕組みが必要です。

質問

広域連携、保護者と公費の負担、困窮世
帯支援、多様な活動、教員の在校等時間
への効果を質問しました。

市の答え

令和8年度中に休日部活動を地域展開する
方針を示し、合同活動の試行と受皿・費
用等の検証を進めると答えました。

最重要の到達点 現在の活動機会を失わせず、多様な選択肢と持続可能な受皿を地域で確保すること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の方針 令和8年度中に休日部活動を地域展開する方針を明示

必要な接続 広域連携、移動、施設、指導者、保護者・公費負担を一体で検討

格差への対応 困窮世帯支援と、地域・経済・体験格差を生まない活動機会が課題

今後の確認 受皿、費用、移動、指導者、新しい選択肢、働き方への効果を確認

議事にある具体事項 令和6年度に柔道の合同活動を試行／令和7年度は野球・サッカーも予定／広域連携も状況により想定／部活動指導削減は
働き方改革に一定の効果

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年3月定例会／日田市「中学校部活動の地域展開」「中学校拠点校部活動」（2026年9月
確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

当初方針から運用を調整 2025年3月当時は令和8年度中の休日地域展開を方針としていました。現在は受皿の
確保状況を見ながら廃止時期を検討しています。

期限より受皿を重視 期限だけで一斉移行するのではなく、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団体など
の受皿確保を見ながら進める方向です。

拠点校部活動を拡大 令和8年度は男子バレーボール、女子ソフトボールに加え、柔道でも拠点校部活動の
実施が可能になりました。

今後の確認 受皿、移動、費用、指導者、活動機会が整い、地域・経済・体験格差を抑えられるか
確認します。

出典：日田市議会 令和7年3月定例会／日田市「中学校部活動の地域展開」「中学校拠点校部活動」（2026年9月確認）


